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１株当たり中間 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり

1 株当たり 
当期純利益 
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１．経営成績１．経営成績１．経営成績１．経営成績    

（１）経営成績に関する分析（１）経営成績に関する分析（１）経営成績に関する分析（１）経営成績に関する分析    

当中間期におけるわが国経済は、企業の業種・規模間の格差が見られるものの全体の企業収益は緩やかに伸長

する中、設備投資は増加し、また雇用情勢の改善を受けて個人消費は持ち直しするなど、景気は拡大基調で推移

いたしました。 

当業界におきましては、民間設備投資は増加しているものの、公共工事は低減傾向にあり、企業間競争の激化

による工事の低価格傾向が続くなど、厳しい経営環境下にありました。 

このような状況下にありまして、当社グループは平成１8 年度を初年度とする中期経営計画の中間年度として、
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（２）財政状態に関する分析
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 電力関連工事については、当社が主に中部電力㈱から受注施工しており、当社が受注した工事の一部を㈱トーエ
ネックサービスが下請施工しております。 
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企業を目指すこと｡ また、競争力を維持・強化し、収益力と財務体質の強化をすることにあります。 
中期経営計画における経営方針と主な取り組み課題は次のとおりであります｡ 

(1)は、Τ の強化 
①ＣＳＲに対する取り組み強化 ②リスク管理体制の強化 ③套ʍ 注 高     ２,０００億円以上  を補うため、中部電力株式会社が展開するエネルーギーソリューション事業に当社の設計・施工技術を

合体させた提案営業を行い、新規顧客の開拓と収益拡大を目指します。 
(3)設計､施工、保守・監視、メンテナンスのワンストップサービスの提供により収益の確保 須榆 2
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1 39,075 34,828 51,930

2 5,778 6,965 6,322



49 81 76

22 72 0.1 12 94 0.1 42 118 0.1

5,737

12 120 53

31 46 26

 0 10 324

- 44 0.0 - 177 0.2 567 972 0.4

133 63 282

- 293 - 

 0 - 14

10 159 369

 0 - 237

18 163 0.2 - 515 0.6 151 1,054 0.5

5,655 2.8

210 797 　 2,750

2,965

2,689 1.3

転 籍 加 算 金

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

固 定 資 産 売 却 損

有 価 証 券 等 評 価 損

減 損 損 失

特 別 利 益

法 人 税 等 調 整 額 1,321524

1.0

0.5

3,023893

279 490

法人税、住民税及び事業税
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中間連結会計期間中の変動額                                                   

剰余金の配当           △472      △472                     △472

利益処分による
役員賞与の支給      △28      △28                     △28

中間純利益           403      403                     403

連結子会社の増加           37      37                     37

自己株式の取得                △142 △142                     △142

自己株式の処分
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Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー
893 3,023 5,655

減価償却費 1,603 1,827 3,315
減損損失 - 293 - 
貸倒引当金の増加・減少（△）額 △ 63 293

- 

△ 99
その他引当�

△ 2

- 
有形・無形固定資産除却売却損・益（△） 121 △ 57 2

375
利息及び配当金の受取額 114 174 238
利息の支払額 △ 47 - △ 73
その他の増加･減少（△）額 △ 35 6 △ 152

　　投資活動によるイ
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　　（５）重要なヘッジ会計の方法
　　　　  ①ヘッジ会計の方法

　　繰延ヘッジ処理によっている。
　　但し、為替予約が付されている外貨建金銭債務については振当処理を採用し、特例処理の要件を満たし
　ている金利スワップについては特例処理によっている。

　　　　　②ヘッジ手段とヘッジ対象
　　　　　　（ヘッジ手段）　　　　　　　　　　　（ヘッジ対象）
　　　　　　　コモディティ・スワップ　　　　　　　低硫黄Ａ重油
　　　　　　　為替予約　　　　　　　　　　　　　　外貨建金銭債務
　　　　　　　金利スワップ　　　　　　　　　　　　借入金
　　　　　③ヘッジ方針
　　　　　　デリバティブ取引に関する権限規程及び取引限度額を定めた内部規程に基づき、ヘッジ対象に係る価格
　　　　　相場変動リスク、為替相場変動リスク及び金利変動リスクを一定の範囲内でヘッジしている。
　　　　　④ヘッジ有効性評価の方法
　　　　　　ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計又は相場変動とヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累
　　　　　計又は相場変動を半期毎に比較し、両者の変動額等を基礎として、ヘッジ有効性を評価している。
　　　　　　但し、特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略している。
　　（６）その他中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
　　　　　消費税等の会計処理
　　　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。
　５．中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
　　　　中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能
　　　又は３ヶ月以内に満期の到来する預金及び容易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか
　　　負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなる。
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(セグメント情報）

(2) セグメント間の内部売上高又は振替高 - 2,653 2,653 △ 2,653 - 

82,719 5,540 88,260 △ 2,653 85,606
営業費用 79,951 5,354 85,306 △ 516 84,789
営業利益 2,768 185 2,953 △ 2,137 816

当中間連結会計期間（平成19年4月1日～平成19年9月30日）当中間連結会計期間（平成19年4月1日～平成19年9月30日）当中間連結会計期間（平成19年4月1日～平成19年9月30日）当中間連結会計期間（平成19年4月1日～平成19年9月30日） (単位：百万円)
前連結会計年度（平成18年4月1日～平成19年3月31日）前連結会計年度（平成18年4月1日～平成19年3月31日） (単位：百万円)

設備工事業 その他の事業 計 消去又は全社 連　　結
売上高及び営業損益
売上高
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1 19,120 26,323 21,320

2 5,463 5,325 5,467

3 36,960 33,070 49,823

4 1,000 1,004 1,002

5 16,470 17,085 15,739

6 1,416 1,721 1,592

7 153 88 88

8 306 567 992

構成比

100.0156,910 157,327 170,699

△ 1,533

(3)

(4)

(5)

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

区　　分
（百万円）

（資 産 の 部）

Ⅰ 流 動 資 産

金　　額

材 料 貯 蔵 品

受 取 手 形

完成工事未収入金

未 成 工 事 支 出 金

有 価 証 券

商 品

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

未 収 入 金

そ の 他

前 事 業 年 度 末

(18.9.30 現在)
当中間会計期間末
(19.9.30 現在) (19.3.31 現在)

貸 倒 引 当 金

投 資 そ の 他 の 資産

長 期 貸 付 金

(1)

(2)

投 資 有 価 証 券

土 地

(1)

(2)

Ⅱ

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

(3)

固定資産合計

資 産 合 計
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1 6,495 6,444 7,553

2 27,865 23,531 39,179

3 3,700 3,700 3,700

4 4,551 4,107 4,699

5 4,559 4,906 4,850

6 349 859 2,587

7 6,890 9,717 3,580

8 -  -  27

9 505 1,292 1,530

912 1,106 1,228

55,829 35.6 55,666 35.4 68,937 40.4

1 36,349 34,600 35,383

2 133 158 156

3 9 9 9

36,492 23.2 34,768 22.1 35,549 20.8

58.8 57.5 61.2

1 7,680 4.9 7,680 4.9 7,680 4.5

2

6,831 6,831 6,831

6 7 6

6,838 4.4 6,839 4.4 6,838 4.0

3

1,639 1,639 1,639

100 100 100

792 797 802

40,000 41,400 40,000

1,283 2,532 2,872

43,815 27.9 46,470 29.5 45,415 26.6

4

1 その他有価証券評価差額金 4,597 4,088 4,624

2 2,776 3,024 2,842

評価・換算差額等合計
66,893 42.5 66,212

157,327 100.0 170,699

64,588

自 己 株 式

41.2

4.7

負 債 純 資 産 合 計 156,910

純 資 産 合 計

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

57,214 36.5
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（％） （％） （％）

6,440

90.5 87.9 6,005 90.11峯

0 8 324

-  37 0.0 -  143 0.2 567 958 0.5

18 17 52

-  293 -  

0 -  14

10 102 369

0 -  237

0.0 0.5 151 0.4

0.9 3.1 2.6

715 2,502

0.5 1.4 236 1.4

0.4 1.7 1.2



利益処分による
剰余金の配当                                         △472 △472

利益処分による
役員賞与の支給                                         △23 △23

利益処分による
別途積立金の積立                                    500 △500 - 

利益処分による
固定資産圧縮積立金の取崩
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　当中間会計期間（平成19年4月1日～平成19年9月30日）
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　前事業年度（平成18年4月1日～平成19年3月31日） （単位：百万円）
株主資本

資本剰余金 利益剰余金

その他利益剰余金

平成18年3月31日残高 7,680 6,831 5 6,837 1,639 100 803 39,500 1,956 43,999

事業年度中の変動額

利益処分による
剰余金の配当 △472 △472

利益処分による
役員賞与の支給 △23 △23

利益処分による
別途積立金の積立 500 △500 - 
利益処分による
固定資産圧縮積立金の取崩
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（4）重要な会計方針（4）重要な会計方針（4）重要な会計方針（4）重要な会計方針

１．資産の評価基準及び評価方法
　（１）有価証券　　　
　　　　子会社株式及び関連会社株式 　移動平均法による原価法
　　　　その他有価証券
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２．中間会計期間の得意先別受注高・売上高比較　 （単位：百万円）
期　　　　　別

得　意　先　別


